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だんだんと秋が深まってきました。朝夕と昼間の気温差が激しいため体調を崩しがちです。何をするにも食べることは基本となります。「食欲の秋」と呼ばれるだけあって、 

色々な食べものが旬を迎えます。美味しく食べてしっかり栄養をとり、運動と睡眠を確保し健康に過ごしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月
こんげつ

の給食
きゅうしょく

目標
もくひょう

：好き
す  

きらいせずに食べ
た  

よう 

「もったいない」いう言葉には、物を最後まで大切に使うことや食べ物を残さず食べるといった、日本人が昔から大切

にしてきた心を表しています。近年、まだ食べることができる食品を捨ててしまう「食品ロス」が問題となっており、2020

（令和２）年度は約522万ｔと推計されています※１。 

これは、世界の食料支援量（2020 年で年間約420万ｔ※２）の1.2倍に相当し、日本人１人当たり、おにぎり１個分

（約113g）の食べ物を毎日捨てていることになります。 

10月は国が定める「食品ロス削減月間」、10月30日は「食品ロス削減の日」です。また、10月16日は国連が定める

「世界食料デー」です。「もったいない」の心を忘れずに未来に向けてできることから取り組みましょう。 
       ※１：農林水産省及び環境省「令和２年度推計」 

※２：国連WFPによる食料支援  

 

毎年10月は国が定める「食品ロス削減月間」、10月30日は「食品ロス削減の日」です。

食品ロスとは、まだ食べることができるのにゴミとして捨てられてしまう食品のことで、日

本では年間で約612万トン※もの食品ロスが発生しています。この量を国民1人当たりに

換算 すると、お茶わん1杯分の食べ物（約132g)を、毎日捨てていることになります。食

品ロスを減らすために、できることから始めてみませんか？    

      ※農林水産省・環境省「平成29年度推計」 

 買い物の際に“エコバッグ”が欠かせな

くなりました。食品を入れることが多いの

で、間違った使い方をしていると食中毒の

リスクが高まります。衛生的に使用するよ

うに気をつけましょう。 

①定期的に洗って清潔を保つ。 

②肉、魚、野菜はポリ袋に入れてからバッグへ。 

③食品とそれ以外の物でバッグを使い分ける。 

④冷蔵・冷凍品は温かいものと離して入れる。 

⑤食品を入れたら、持ち運びは短時間にする。 


